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IPv4しか持たない端末

 
からIPv6サイトへ接続

 
可能。IP層でプロトコル

 
変換する為HTTP,POP等

 
といった上位レイヤに

 
依存せず変換が可能。

 
http://www.ocnipv6.jp/

 
等お試しください。

 D‐Link/Seiko Precisionで

 
実現

 

IPv4しか持たない端末

 
からIPv6サイトへ接続

 
可能。IP層でプロトコル

 
変換する為HTTP,POP等

 
といった上位レイヤに

 
依存せず変換が可能。
http://www.ocnipv6.jp/

 
等お試しください。

D‐Link/Seiko Precisionで
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Forward Proxy
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既存のIPv4バックボー

 
ンを利用しIPv6を転送

 
するIPv6移行技術。

 
既存のIPv4ネットワー

 
クを使う為、容易にバッ

 
クボーンをIPv6対応に

 
する事が可能。

Ciscoで実現

IPv6バックボーンを使い

 
IPv4を転送する技術。さ

 
らにLargeScaleNATと

 
併用する事から、IPv6移

 
行とIPv4枯渇対策を兼

 
ねた技術。

 

CPE側で

 
NATはする必要はない。

A10で実現

LSN(Large Scale NAT) 
は従来のNATを拡張し

 
たIPv4枯渇対策技術の

 
一つ。

 

FullConeNATの

 
採用やキャリアクラスの

 
転送処理が要求される。
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IPv4しか持たない端末か

 
らIPv6サイトへアクセス

 
可能。

 

アクセスコーナで

 
はL2 InlineでのProxy型

 
のトランスレーションで、

 
HTTPの変換を実現。

 
http://www.ocnipv6.jp/ 
等お試しください。
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5つの技術を仮想出展者扱いで提供

提供箇所は1)会議棟無線 2)アクセスコーナ

 
3)VIP 

ラウンジ4)プレスルーム 5)NOC周辺無線

来場者は上記の場所からであればそれぞれの仮

 想出展社に繋がる事が可能

http://www.ocnipv6.jp/
http://www.ocnipv6.jp/


IPv4 Address Global Distribution

5
April 2010



IPv4 Consumption: Projection 

2014

2015: goal of Universal Broadband Access

6

Projected IANA exhaustion: 

 

17/09/2011
Projected RIR exhaustion: 

 

21/08/2012

http://www.potaroo.net/tools/ipv4/index.html 7 May 2010

2015



Ratio of IPv6 to IPv4 ASes

7
Measuring IPv6 Deployment by Geoff Huston, APNIC http://www.isoc.org/isoc/conferences/ipv6momentum/ 

IPv6:IPv6 ASNs 



Ratio of IPv6 to IPv4 Traffic



Update to US FAR
In December, 2009, final rule E9-28931 
was issued amending the Federal 
Acquisition Regulation to require all U.S. 
Government agencies effective July, 
2010, to acquire only IPv6 compliant 
products.



Google, Sony
 

に続き、
 YouTube  もIPv6化



IPv6 Ready Logo Program 
run by IPv6 Forum
<http://www.ipv6ready.org>

Phase 1 ; Started Sept. 1, 2003
Phase 2 ; Started Feb. 16, 2005

Phase 1 ; Started Sept. 1, 2003
Phase 2 ; Started Feb. 16, 2005

中国と米国は、

『まじ』
 

です。



IPv4 Address Exhaustion TF 12 Oct. 1st, 2009

IPv6 Ready Logo PH2 ‐
 

COUNTRY
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Activities of   Ready Logo and Enabled Logo

• “IPv6 Ready Logo Program”
– Identifying the readiness of equipments 

• Core, IPSec, DHCPv6, MIP/NEMO, SIP, MLD, SNMP/MIB

– Extending to embedded system, e.g., smart objects
• IMS, 6Lowpan, {SmartGrid}  

• “IPv6 Enable Program”
 

–
 

launched in June 2009
– Identifying the readiness of Services

• WWW, ISP 

– Extending services ?  
• IPTV, VoIP  



米国における企業のIPv6導入状況調査レポート(その１）

運用中

検証中

導入予定あり（1年以
内）

計画なし

調査時期

 

2008年４月

3%

調査対象計 111社

調査時期

 

2009年6月

調査対象計 139社

10%

•

 

Cisco systemsが2008年から年1回外部調査会社に依頼し、インタビュー形式により

実施しているエンタープライズ顧客におけるIPv6導入状況調査レポート

•

 

2009年6月の調査においては、調査対象企業の１0％が、IPv6を運用中と回答

•

 

多くは部分的運用と思われますが、約1年前の調査結果と比較すると大幅に増加しています

Source :



米国における企業ユーザのIPv6導入状況調査レポート（その２）

 2009年6月Cisco調査結果

• 産業別では金融と教育機関がもっとも高く、次にエネルギー産業の20%。 逆に低いのは

 
製造業です。

• 従業員規模別では1,000から4,999人規模の企業が一番低く。大企業よりも１００人以下

 
の企業での利用が多いのが特徴です。

• この結果から、産業や企業規模別では、ＩＴ投資への積極性と同様の傾向であり、IPv6固

 
有の導入加速要素は見出せないが、2009年に入ってからIT投資の更新、更改に応じた

 
IPv6導入が本格化し、運用率が上がっていると判断できます。

運用中

導入計画中

未計画

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一万人以上

五千人以上

千人以上

百人以上

百人以下

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通信・テクノロジー

エネルギー/ユーティリテイ

製造業

金融

小売業

医療

公共

教育

その他

Source :
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主要な OS  は、すべて準備完了

MS Windows
•

 
Windows XP SP1/Windows Server

 
2003

 
(disables as default)

•

 
Windows Vista/Windows Server 2008, Windows 7 (enabled as default)

Linux
•

 
SupportS since  Kernel 2.6

Mac OS
•

 
Supports since Mac OS X 10.2

Solaris
•

 
Supports since Solaris 

HP‐UX
•

 
Supports since HP‐UX 11i

iPhoneも iPad も
着実に準備中



IPv6 Internet Connection on NGN
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East/West allocation of IPv6 addresses assigned to 
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2011年夏までには、
結局、80%くらいの顧客サ

 
イトは、確実に IPv6

 
Ready

 
になってしまいます。



IPv6 over Existing IPv4

• Start from April 2010. 

• “6rd”, i.e., v6 over v4
• Dual‐stack operation at 

 CPN/SOHO/Residents. 

• No‐SOHO router 
 replacement, i.e., online 

 firmware update. 
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Thank youThank you

IPv6 Promotion Council of Japan:
http://www.v6pc.jp/en/index.html
e‐mail: info@v6pc.jp

www.wide.ad.jp

Task Force on IPv4 Address Exhaustion:
http://kokatsu.jp/
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